





























































































































症例 所属 医療所見 IQ
S1 小学部6年 自閉症 46
S2 中学部1年 自閉症 103
S3 高等部1年 自閉症 64
S4 高等部1年 自閉症 31
S5 高等部2年 自閉症 84
S6 中学部2年 高機能自閉症 110
S7 中学部2年 高機能自閉症 105
S8 中学部1年 広汎性発達障害 46
S9 高等部1年 広汎性発達障害 70
表２ S3の脳波測定年齢に伴う優勢成分の周波数
S3 Ｈ17年 Ｈ18年 Ｈ19年
年齢（yr.:mo.） 13:6 14:6 15:7
F（Hz） 4.3 3.5 11.3
C（Hz） 4.3 10.9 9.0
P（Hz） 9.0 9.8 9.0























































S4 Ｈ13年 Ｈ14年 Ｈ15年 Ｈ16年 Ｈ17年 Ｈ19年
年齢（yr.:mo.） 9:11 11:0012:0012:1115:0015:11
F（Hz） 5.1 4.7 4.7 9.8 9.4 9.4
C（Hz） 4.3 4.7 5.1 9.4 9.4 9.4
P（Hz） 4.7 4.7 5.1 9.8 9.4 9.8
O（Hz） 4.3 4.7 5.1 9.8 9.4 9.8
図２ S4の脳波測定年齢に伴う優勢成分の周波数
表４ S7の脳波測定年齢に伴う優勢成分の周波数
S7 Ｈ18年 Ｈ19年
年齢（yr.:mo.） 12:9 13:9
F（Hz） 10.5 10.5
C（Hz） 9.0 10.5
P（Hz） 10.5 9.8
O（Hz） 10.5 10.5
図３ S7の脳波測定年齢に伴う優勢成分の周波数
S4について，全部位において12歳0ヶ月から12
歳11ヶ月の間に，θ帯域からα帯域への優勢周波
数の発達的変化がみられた。
S5について，前頭部，頭頂部，後頭部で15歳8
ヶ月の時点でα帯域に達していることが確認された。
中心部のみ，15歳8ヶ月から16歳7ヶ月の間にδ帯
域からα帯域への優勢周波数の発達的変化がみられ
た。
S8について，前頭部，後頭部では9歳9ヶ月か
ら12歳9ヶ月の間に周波帯域の発達的変化はみられ
なかった。中心部，頭頂部においては，同期間にδ
帯域からα帯域への優勢周波数の発達的変化がみら
れた。
＜考察＞
本研究では，計9名の覚醒時脳波の平均パワスペ
クトルが得られた。これまでの結果と照らし合わせ
ながら対象児の脳波の特徴について考察した。
１．対象児ごとにみる広汎性発達障害児脳波の発達
的特徴
① 全部位がα帯域に変化した対象児について
S2，S3，S4，S5，S6，S7，S9（計7名）の
脳波優勢成分が，全部位においてθ帯域（δ帯域）か
らα帯域へと変化していた。この結果は，優勢成分
が低い周波数から高い周波数へ段階的に移行すると
いう報告（堅田ら，1973）と一致する。従って，S
2，S3，S4，S5，S6，S7，S9は，健常児と同様
な脳波上の発達的経過をたどったものだと考えられ
る。
②1～2部位がα帯域に変化した対象児について
S1は，頭頂部，後頭部でα帯域の優勢成分が見
られた。一般にα波は後頭部で時期的に最も早く出
現し，前頭部で最も遅れてあらわれ，発達にともな
い次第にどの部位にもα波が出現するようになると
いう報告（寿原，尾崎，鈴木，堅田，1975）から検
討すると，今後，前頭部，中心部においても同様に
α帯域の優勢成分が出現すると考えられる。
S8は，中心部，頭頂部においてδ帯域からα帯
域への優勢周波数の変化が見られた。しかし，後頭
部においてはα帯域の優勢周波数が見られず，δ帯
域を示していた。この結果は，一般にα波は後頭部
で時期的に最も早く出現するという報告（寿原ら，
1975）と一致しなかった。従って，S8は特異な脳
波を示していると考えられる。
２．θ帯域（δ帯域）からα帯域への周波数変化とそ
の年齢
ａ）知的な遅れを伴う群
知的な遅れを伴う群について，知的障害児の優勢
成分が4-7Hzのθ帯域から8-13Hzのα帯域に達す
る年齢が， およそ14-15歳であるという報告
（Shibagaki,Muzuhashi,Miyazima,Yosie,Hiraki,
Yamada,Yamashita,Yamada,2006）から検討し
た。その結果，6名のうちＳ3，S5，S8の3名が
知的障害児と同様な脳波上の発達をしていた。また，
他の3名について，S1は11歳4ヶ月時で前頭部，
中心部がδ帯域に優勢周波数が出現するなどの遅れ
がみられた。S4については，12歳0ヶ月から12歳
11ヶ月の間で，全部位においてθ帯域からα帯域
への優勢周波数の変化の遅れがみられた。S9につ
いては，16歳1ヶ月以前の記録がないために脳波上
の発達の遅れを確認することができなかった。以上
のように知的な遅れを伴う群のうち6名中5名が何
らかの脳波の発達に遅れがみられた。以上のことか
ら，知的な遅れを伴う広汎性発達障害児は脳波上の
発達に何らかの遅れがみられるのではないかと考え
られる。
ｂ）高機能群について
高機能群について，知的障害児の優勢成分が4-
7Hzのθ帯域から8-13Hzのα帯域に達する年齢
が，およそ14-15歳であるという報告（Shibagaki,
etal.,2006）から検討した。その結果，S2，S6，
S7は，12歳時点で全部位においてα帯域に達して
おり，知的障害児よりも早期にθ帯域からα帯域に
変化していた。従って，高機能群に属する広汎性発
達障害児は，知的障害児よりも脳波上の発達が早い
と考えられる。
＜今後の課題＞
本研究は，対象児が6名と少ないことや，小児脳
波は個体差がきわめて大きいこと（堅田，1973）か
ら，広汎性発達障害と脳波上の発達的特徴の関連性
を明らかにすることは難しかった。
今後の課題としては，さらなる定量的な研究と，
手法的な工夫が求められる。
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